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【研究1－3】 

研究課題 

育児期にある夫婦ペアレンティング 

－母親の促進行動と批判行動への影響要因－ 

 

１．緒言 

夫婦はどのように“二人で協力して子育てを行うのか”、夫

婦ペアレンティングに関して、近年の米国では、二人親家庭

におけるコペアレンティング研究として急速に発展を見せて

いる。   

研究者による母親の心身の縦断研究１）では、育児において

父親の存在は大きいことが明らかになっている。また、子育て

には父親が欠かせないと考えられているが、実際我が国にお

ける子育て研究の子どもに対する父親への実際的な関わりの

協働やその調整について検討されていない 2)３)。 

そこで、研究者は夫婦ペアレンティングについて研究をス

タートさせ、夫婦ペアレンティングの促進行動と批判行動のパ

ターンの実態から、夫婦ペアレンティング調整の「促進行動が

高く（いつもある）批判行動が低い（少ない）」パターンが、夫婦

共に心理的に良い状態を示していることを明らかにした。それ

は、育児幸福感が高く、育児ストレスが低い。さらに納得する

話し合いがされており、「夫への理解・支援」、「妻への理解・支

援」、「相思相愛」が高い、互いに思いやりの気持ちがあること

がわかった 4)。 

子育て期にある夫婦の協力についての研究では、妻による

夫関与への抑制要因、すなわち子どもを任せられない状態

（gatekeeping）だけではなく、促進要因の存在が指摘されてい

る 2)。また、母親の育児への自信が、子どもの成長とともに減

少し、夫へ相談しないほど自信がないこと５)が明らかとなって

いる。そこで、本研究では、3 歳以降 4 歳までの子どもをもつ

子育てをしている母親の夫婦のペアレンティングにおける、促

進行動と批判行動に着目し、母親による父親に対する育児の

促進は、父親の育児関与を高め、それにより母親は父親の促

進をさらに高め批判が低減する母親の促進行動、批判行動に

影響する要因を探るため、先行研究 4)による母親のデータの

再度分析を行ない、新たな知見を得られたため報告する。 

促進行動と批判行動に影響する要因を明らかにすることは、

先行研究に加え、具体的な行動に対する支援を検討する上

で重要な視点であると考える。本研究が夫婦をぺアとしてとら

え夫婦の子育てにおける夫婦間調整、すなわち望ましい育児

環境を整えていくことの一助となると考える。夫婦ペアレンティ

ングの調整により良好な子育てが行われることは、育児を次

の親世代に引き継ぐことに通じるものと考える。 

 

２．研究目的 

母親自身が捉えた母親の夫婦ペアレンティングである促進

行動と批判行動に影響する要因を明らかにする。 

 

３．研究方法 

（１）調査対象 

3歳から4歳の子どもをもつ母親、600人に調査用紙を配布

した。 

 

（２）調査期間 

調査期間は 2018 年10 月から 2018 年12 月であった。 

 

（３）依頼方法 

X 県に位置する幼稚園並びに子育て支援センターへ調査

協力のお願い文と共に質問紙を同封し直接研究者が説明を

して施設管理者に協力を依頼した。母への質問紙の依頼文

には、回答後自身の質問紙を別の封筒に入れて封をして園ま

たは、センターに持参すること、調査の協力にあたり、調査に

協力をしない場合や途中で辞退しても不利益がないこと、利

益として子育てにおける自分の考えや思いを振り返る機会と

なることを明記した。調査用紙は施設責任者から対象者に配

布され、回収は施設に設置された回収箱に入れ匿名性を担

保した。調査は無記名で行ない、調査用紙の表紙の同意チェ

ック欄にチェックされた場合は、研究への同意が得られたもの

とした。 

 

（４）研究デザイン 

尺度を用いた選択的回答並びに記述式質問項目による自

記式質問紙調査による研究 

 

（５）調査内容 

選択的回答 

 清水らによる尺度（育児幸福感尺度短縮版 15）、育児ストレ

ス尺度短縮版 16)） 
子育てをしていて感じる幸せな気持ちについて 
・子どもとの絆   

   ・育児の喜び 
   ・夫への感謝 

子育てをしていてつらいと感じることについて 
   ・心身的疲労 
   ・育児不安 
   ・夫の支援のなさ 

 
 子どもが生まれる前に親としての実感の有無 
 出産後の生活のイメージの有無 
 里帰り出産により夫婦別生活の有無 

 
 母親が行う父親の子育て関与を促進する行動と批判

する行動について夫婦ペアレンティング調整尺度 12） 

   ・促進行動 
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   ・批判行動 

 自分の性格について自己志向的完全主義尺度 17） 
 ・高い目標 
 ・完全でありたい 
 ・ミスを気にする 
 ・自分の行動に漠然とした疑いをもつ 
 

 ジェンダーに関する影響が示唆されていることから 11) 
結婚の現実尺度 18)の認識について 
 ・相思相愛 
 ・夫への理解・支援 
 ・妻への理解・支援 
 

 夫婦の話し合いが関係していることから 17) 

子どもが生まれてからの生活についての話し合い 
 ・話し合いの有無 
 ・話し合いの時期 
 ・話し合いの頻度 
 ・話し合いの内容に納得したか 
 

自由記述式回答 

 育児行動を批判されたときどのように感じ受け止め

たか 

 批判的な行動の背景にあるものについての考え 

 結婚後相手の生活態度に変化について 感想も含む  
 年齢 
 子どもの人数 
 子の年齢 
 同居家族 
 就労形態 

 

（６）研究倫理 

調査の依頼文には、自由意思による協力であること、回収し

た後は番号化して処理し、入力したデータを研究結果公表後

破棄することを明記した。倫理審査は名古屋学芸大学倫理委

員会の審査を受け 2017 年に承認（#274）を得た後に研究を開

始した。 

 

４．結果 

（1）対象者の属性と子育て状況 

調査用紙の回収は 294 人（49.0%）、その内有効回収は 291

人（48.5%）であった。結果を表1 に示す。 

核家族が 9 割以上、就業状況は、専業主婦51.9%、パートタ

イム 33.7%、フルタイム 3.8%であった。 

出産前に親としての実感をもっていた母親は31.3%、産後の

生活イメージとのギャップを感じていた母親は 80.4%いた。ま

た、子どもが生まれてからの生活についての話し合いの状況

では、話し合いは 81%が行っていた。 

 

連関性を見るためにχ2検定を行った。 

母親を対象に夫婦ペアレンティング調整の意識調査の回

答結果、母親の促進行動得点、批判行動得点をそれぞれ中

心傾向中央値からパーセンタイル値等サイズ 2 グループに算

出し得点を高群と低群の 2 群に分けた。この 2 群の比率に有

意差が認められたものは、促進は「子どもが生まれてからの生

活について夫と話し合い」、「話し合いに納得」「話し合いの頻

度」、批判は「話し合いに納得」であった。 

 

（2）「育児ストレス」「育児幸福感」「自己志向的完全主義」「結婚

の“現実”」の促進行動と批判行動の高低群比較 

促進得点は低群～29 以下、高群30 以上～、批判得点は低

群～16 以下、高群 17 以上～とした。母親の下位尺度得点と

夫婦ペアレンティング調整尺度高低群間の比較は表2に示す。 

 

表1　母親の夫婦ペアレンティング調整尺度得点と属性の比較 N=291

Mann-

Whitne

y U
低群 高群

Mann-

Whitn

ey U
低群 高群

N p N N χ
2

p p N N χ
2

p

200 108 92 91 109

91 42 49 46 45

234 125 109 107 127

57 25 32 30 27

125 66 59 58 67

166 84 82 79 87

55 43 12 31 24

236 107 129 106 130

84 52 32 26 58
152 55 97 80 72

87 48 39 39 48

149 59 90 67 82

101 45 56 49 52

190 105 85 88 102

159 80 79 76 83

132 70 62 61 71

54 27 27 25 29

237 120 114 112 125

*:p　χ
2
（両側検定）

Mann-Whitney U test

0.21 .64

*

母親としての実感は
子どもを産む前から
あった

出産後の生活のイ
メージは実際と変わ
らない

里帰り出産により夫
と別生活がしばらく
あった

子どもが生まれてか
らの生活について夫
と話し合った

.13

.13

話し合いに納得

話し合いの頻度

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

*

末子年齢

仕事をしている

子ども数

0.16 1.00

0.13 .81

0.07 .79

0.00

.09

14.4 .00

.70

.73

.00 * .20

0.04 .84

*

促進 批判

0.88 .35

0.64.211.54 .42

.13 * .48

.55

.98

10.3 *.00

2.35 .13

.97 .99

1.68 .20

0.14 .71

19.3 .00

0.63 .88

3.03 .09

*.02

.05 * .90

.00 * .90

.00 * .00

5.38

はい

いいえ

はい

していない
した

はい

１人

複数（２人以上）

数えきれる程度

数え切れない程

２歳以下

３歳以上

いいえ
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下位尺度得点と夫婦ペアレンティング調整尺度得点高低 2

群間との比較において、有意な差が見られた項目は、促進行

動では育児幸福感の「子どもとの絆」「育児の喜び」「夫への感

謝」、結婚の現実の「相思相愛」「夫への理解・支援」「妻への理

解・支援」、育児ストレスの「育児不安」「夫の支援のなさ」で、育

児幸福感、結婚の現実は高群の得点が高く、育児ストレスは

高群の得点が低い。 

批判行動は育児幸福感の「夫への感謝」、育児ストレスの

「育児不安」「夫の支援のなさ」、自己志向的完全主義の「完全

でありたいという欲求」、結婚の現実の「相思相愛」「夫への理

解・支援」であった。育児幸福感と結婚の現実は低群の得点

が高く、育児ストレスと自己志向的完全主義は高群の得点が

高い。 

 

（3）夫婦ペアレンティングにおける母親の促進行動と批判行

動の影響要因 

促進行動：高い＝１低い＝0、 批判行動：高い＝1 低

い＝0 を 2 値とした目的変数で、それぞれロジステック

回帰分析を行った。夫婦ペアレンティング尺度による促進行

動と批判行動に影響していた要因を表3 に示す。 

 モデル係数のオムニバス検定有意確率は促進行動・批判

行動とも.01％未満でモデル式の有意性が保証された。

Hosmer と Lemeshow の検定結果の有意確率は促進行動

が.517、批判行動は.262、共に.05 以上なので求めたモデル

がデータに適合していることを確認した。 

 
 

ｐ値有意差5%未満から促進行動は「夫への感謝」、「夫の

支援のなさ」、「話し合いが有る」、批判行動は「夫への感謝」、

「完全にありたい欲求」、「夫への感謝・支援」が影響を与

えていることがわかった。 

オッズ比の値から各変数が 1 増加した時に、「促進行動

または、批判行動が高くなりやすくなるか」がわかる。 

促進行動「夫への感謝」1．31倍、「話し合いが有る」2．

77倍となり、「夫の支援のなさ」は0.86倍で減少する。「夫

の支援のなさ」は促進行動を高くする関連性は低い。 

批判行動は「完全でありたい欲求」が1．07倍となる 

が、「夫への感謝」は0.90倍、「夫への理解・支援」は0．

84倍で減少させる。 

このモデル（回帰式）に基づいて促進行動または、批判

行動が高くなるか、ならないかを予測した結果、全体で正

しく予測したのは（正答率）促進行動は75．4％、批判行動

は65．6％であった。  

有意となった下位項目及び構成されている質問項目、平

均値等について表４に示した。 

表2　下位尺度得点と夫婦ペアレンティング調整尺度得点2群間との比較

夫婦ペアレンティング調整尺度

高低2群
項目
の数

α
係数

MEDIA
N

MEDIA
N

促進得点 9 0.88 37.0 37.60 ± 6.22 23.0 22.71 ± 4.72

批判得点 7 0.86 17.0 17.62 ± 5.91 18.0 18.72 ± 7.14

子どもとの絆 4 0.73 18.0 16.93 ± 2.93 17.0 16.22 ± 3.10 .00 *

育児の喜び 5 0.84 25.0 23.30 ± 3.06 24.0 22.97 ± 2.44 .02 *

夫への感謝 4 0.78 19.0 18.28 ± 2.12 16.0 15.47 ± 3.40 .00 *

育児ストレス

心身的疲労 6 0.84 16.0 15.81 ± 5.19 17.0 16.45 ± 5.97 .36

育児不安 6 0.83 11.0 12.21 ± 5.14 15.0 14.25 ± 5.25 .00 *

夫の支援のなさ 4 0.87 7.0 7.63 ± 3.46 12.0 11.71 ± 4.58 .00 *

自己志向的完全主義

高い目標 5 0.81 17.0 16.34 ± 5.05 15.5 15.43 ± 4.94 .14

完全でありたいという欲求 5 0.88 16.0 16.26 ± 5.81 15.0 15.33 ± 5.20 .14

ミスを気にする 5 0.79 13.0 13.29 ± 5.23 13.0 13.60 ± 4.40 .43

自分の行動に漠然とし
た疑いを持つ

5 0.79 18.0 17.61 ± 5.44 17.0 17.42 ± 5.35 .66

結婚の“現実”

相思相愛 4 0.89 16.0 16.25 ± 2.64 16.0 14.43 ± 3.32 .00 *

夫への理解・支援 4 0.68 15.0 14.95 ± 2.46 14.0 13.59 ± 2.76 .00 *

妻への理解・支援 4 0.69 14.0 14.38 ± 2.51 13.0 13.06 ± 2.96 .00 *

夫婦ペアレンティング調整尺度

高低2群
項目
の数

α
係数

MEDIA
N

MEDIA
N

促進得点 9 0.88 28.5 28.79 ± 8.50 30.0 31.20 ± 9.91
批判得点 7 0.86 22.0 22.99 ± 5.26 13.0 12.79 ± 2.41

子どもとの絆 4 0.73 17.00 16.33 ± 3.15 18.00 16.82 ± 2.88 .16

育児の喜び 5 0.84 24.00 23.13 ± 2.86 24.00 23.13 ± 2.65 .69

夫への感謝 4 0.78 17.00 16.18 ± 3.34 18.00 17.57 ± 2.80 .00 *
育児ストレス

心身的疲労 6 0.84 16.00 15.93 ± 5.93 16.00 16.37 ± 5.24 .49

育児不安 6 0.83 14.00 14.06 ± 5.53 12.00 12.37 ± 4.87 .01 *

夫の支援のなさ 4 0.87 11.00 10.63 ± 4.71 8.00 8.72 ± 4.16 .00 *

自己志向的完全主義

高い目標 5 0.81 16.00 16.20 ± 4.90 16.00 15.50 ± 5.12 .32
完全でありたいという欲求 5 0.88 16.00 16.45 ± 5.18 15.00 15.03 ± 5.80 .03 *

ミスを気にする 5 0.79 13.00 13.81 ± 4.59 13.00 13.05 ± 5.04 .16

自分の行動に漠然とし
た疑いを持つ

5 0.79 18.00 17.82 ± 5.22 17.00 17.17 ± 5.57 .33

結婚の“現実”

相思相愛 4 0.89 16.00 14.64 ± 3.30 16.00 16.07 ± 2.78 0.00 *

夫への理解・支援 4 0.68 14.00 13.66 ± 2.70 15.00 14.92 ± 2.55 0.00 *

妻への理解・支援 4 0.69 14.00 13.49 ± 2.85 14.00 13.93 ± 2.79 0.21

　*:p<0.05　Mann-Whitney U test

育児幸福感

育児幸福感

高群  N＝141 低群 N=150

高群 N=154 低群 N=137

Mean±SD Mean±SD

Mean±SDMean±SD p

p

N=291

促進行動

批判行動

表3　二項ロジステック回帰分析結果　促進行動、批判行動に影響する要因　 N=291

下限 上限

促進行動

夫への感謝 1.31 1.13 1.51 .00

夫の支援のなさ 0.86 0.80 0.93 .00

話し合い（有） 2.77 1.26 6.08 .01

批判行動

夫への感謝 0.90 0.83 0.99 .02

完全でありたい欲求 1.07 1.02 1.12 .00

夫への理解・支援 0.84 0.76 0.93 .00

影響要因 オッズ比 p
95% 信頼区間
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５．考察 

本研究結果において、対象である母親は専業主婦が 52%を

占めていた。夫と妻が遂行する育児の総量を 100 としたとき、

それぞれが分担する割合について、妻と夫の育児分担割合

は妻が 8 割前後、夫が 2 割前後でほぼ横ばいで推移してお

り、妻の分担割合が夫を圧倒的に上回っている。そして妻が

専業主婦の場合、妻の育児分担割合が 9 割以上の割合は

56%と最も高くなる 17)。専業主婦の育児負担が高いことが夫婦

ペアレンティングにおいて、促進行動や批判行動に影響を及

ぼすのか分析したが有意な差はなかった。 

子どもが大きくなるにつれて夫の協力が低くなってくること

から 1)、促進行動を増やそうとする行動につながるものと考え

られる。 

母親の属性要因との検討において、その多くが促進行動に

関連があることが分かった。つまり、促進行動を促す支援が有

効と推察される。促進行動には、夫との話し合いがあること、

納得していること、数え切れないほどの話し合いをしているこ

と、が有意な結果から、話し合いを行うこと、話し合いを多く行

うこと、話し合いで納得することが大切になると考えられる。夫

婦関係構築のために、妊娠期から育児期においてどのような

子育てをしたいのか、育児中の生活スタイルなど夫婦で折り

合いをつける育児プランを作成し話し合いを行っていくことで、

お互いの価値観を知ることの重要性が示されている18)。特に、

話し合いで納得することは、促進行動を高めるばかりか、批判

行動も高めることに有意となっている。納得の属性、先行要件、

帰結 19)の結果によると、納得とは「ある事象に対して自分のも

つ価値や自分への利益を明確にすることで理解を深め、認知

的にも感情的にも受容された状態であり、主観的かつ他者と

の信頼関係の中で生みだされる流動的な状態」とされている
20)。納得することは、人の考えや行動などを十分に理解して心

得することを意味し、他人の意見や他の物事を受け入れること

になる。そのことが、母親が父親への促進行動を促すと考えら

れる。 

しかし、話し合いに納得することにより促進行動が高いにも

かかわらず批判行動も高くなることがある。それは、自身の性

格として、夫が協力してくれても自分の思ったとおりになって

いなければ攻撃するか、あきれてしまい何も言わない。完璧

志向が子育てに影響していること、母親の完璧でないと気が

済まないのにそれが育児に反映されていないことが考えられ

る。今回、批判行動を増加させる要因に、自己志向的完全主

義「完全でありたいという欲求」が分析からも明らかになった。 

母親の促進行動は「夫への感謝」、「夫の支援のなさ」、「話

し合いが有る」、批判行動は「夫への感謝」、「完全にありたい

欲求」、「夫への感謝・支援」が影響要因とわかった。先行研究
4)でも夫婦の心理状態が良好であれば、促進行動がよく見ら

れていることが示唆されている。 

結婚の“現実”対する満足度は、育児能力に影響し、結婚の

満足度の高いカップルは、互いに心が乱され他に心をとらわ

れることがないから、子どもの合図や信号にすぐ気が付くこと

ができる。その上、自分個人のやり方にとらわれずに喜んで

子どもに協働作業のペースを決めさせることができる 21)。それ

は、子どもにとって大切なこと、安定して子育てができることに

通じるものと考えられる。 

表4　二項ロジステック回帰分析結果　影響要因の現状　　　　　　　　　　                           　N=291

説明変数 目的変数

促進行動

夫への感謝 MIN

MEDI
AN MAX Mean  SD MIN

MEDI
AN MAX Mean  SD

1 4 5 4.1  ± 1.1 2 5 5 4.8 ± 0.5

1 4 5 3.5  ± 1.4 1 5 5 4.5 ± 0.8

1 3 5 3.2  ± 1.1 1 4 5 4.1 ± 1.0

1 3 5 2.7  ± 1.3 1 1 5 1.7 ± 1.0

1 4 5 3.2  ± 1.4 1 2 5 2.2 ± 1.2

1 3 5 3.1  ± 1.3 1 2 5 2.0 ± 1.2

1 3 5 2.7  ± 1.4 1 2 4 1.8 ± 0.9

話し合い 12 24 29 23.5 4.1 30 37 54 37.7 6.2

批判行動

夫への感謝 MIN
MEDI
AN MAX Mean  SD MIN

MEDI
AN MAX Mean SD

1 5 5 4.6  ± 0.8 1 5 5 4.3 ± 1.0

1 5 5 4.3  ± 1.0 1 4 5 3.7 ± 1.4

1 4 5 3.9  ± 1.1 1 3 5 3.4 ± 1.1

1 2 6 2.6  ± 1.4 1 3 6 3.0 ± 1.3

1 3 6 2.9  ± 1.4 1 3 6 3.3 ± 1.3

1 3 6 3.1  ± 1.3 1 3 6 3.4 ± 1.2

1 4 6 3.4  ± 1.4 1 4 6 3.8 ± 1.2

1 4 5 3.9  ± 0.8 1 4 5 3.5 ± 0.9

2 4 5 4.1  ± 0.7 2 4 5 4.0 ± 0.7

1 4 5 3.7  ± 0.9 1 3 5 3.2 ± 1.0

※記述統計量記載無しの項目は影響の関連性が見られなかった

夫が疲れて帰ってきても子どもの様子を尋ねた
り話しに耳を傾けてくれることに感謝している

低群=0 高群=1

夫の支援のなさ

低群=0 高群=1

夫が育児に協力してくれることに感謝するととも
に安心だ

夫が疲れて帰ってきても子どもの様子を尋ねた
り話しに耳を傾けてくれることに感謝している

夫婦が協力して育児している姿を子どもに見せ
ていることに誇りを感じる

夫も見て喜ぶ子ども子どもを見て笑顔になる家
族を見て幸せを感じる

夫は子育てに協力的でない

子どもより自分の生活を中心に考え
ている

夫の子育ては不完全で迷惑

無=0　有=1

妻の育児生活の苦労を理解していない

夫が育児に協力してくれることに感謝すると共
に安心だ

妻が夫を立てる

夫婦が協力して育児している姿を子どもに見せ
ていることに誇りを感じる

夫も見て喜ぶ子ども子どもを見て笑顔になる家
族を見て幸せを感じる

完全でありたい欲求

どんなことでも完璧にやり遂げることが私のモッ
トーである

物事は常にうまく出来ていないと気が済まない

中途半端な出来では我慢できない

できる限り完璧であろうと努力する

やるべきことは完璧にやらなければならない

夫への理解・支援

妻が夫の才能・能力を高めそれを伸ばす手助
けをする

妻が夫の仕事・活動を理解し支える
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本研究において、「夫への感謝」「夫の支援のなさ」「話し合

い（有）」「完全でありたいという欲求」は、母親の夫婦の相互の

関係への影響について知ることができると考えられる。夫婦が

互いに相手を尊重しサポートしようとする姿勢が重要だといわ

れている 22)ことからも本結果を裏づけているといえる。 

特に“完全でありたいという欲求”は、夫婦ペアレンティング

を阻害する要因として働き、夫婦の愛情にも関係すると考えら

れた。母親の育児困難感と完全主義との関連性は明らかにさ

れており 25)、完全主義傾向を軽減できるエンパワーされた関

係の支援の必要性が指摘されている。本研究では批判行動

を高める夫婦ペアレンティングであったが、安心できる人達と

の関わりによって、夫婦ペアレンティングへの意味のある影響

が期待される。なお、本研究は横断研究であり現時点の夫婦

ペアレンティングを明らかにするものである。今後、縦断研究

を行い、育児期における夫婦ペアレンティングの変化に着目

した研究を行うことが課題である。 

 

６．結論 

夫婦をペアとしてとらえ夫婦の子育てにおける夫婦間調整

をうまく機能させるためには、母親が夫婦の関係に満足でき、

話し合いに納得できることが大切になる。それらの積み重ね

により、夫婦の愛情が継続することに着目した夫婦への支援

が示唆された。 

本研究の限界は、コホート研究によるものではないこと、ま

た地域に限定された調査であることから偏りがあることが考え

られる。 
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